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前回からの進展

授業内で行なっている「論文作成の10のステップ」に沿って進めてきたので、論文としての骨組みのイメージは明確になってきた。現在は「ステップ５　文献の入手」まで到達している。仮アウトラインができたことで、自分がどんな情報を必要としているか把握できたことは大きな進歩である。また、自分の主張が固まったため、論文の方向性もはっきりした。

概要

人には感情というものが付きまとう。その中でも、ネガティブな感情である「不安」に注目した。どうして人は不安になり、感情をかき乱してしまうのか、をテーマに不安のメカニズム、不安がもたらす症状、不安の種類等の観点から、主張である『不安の根源は死の恐怖である』ことを説明していく。どんな不安も突き詰めていくと、最終的に「死」という点にたどりつくから。
目的

不安感情をコントロールでき、安定した精神状態を保つことができるようになる。不安感情の要因を調べることで、どうすれば不安に陥ることがなくなるのか、また不安になってしまった場合、どうしたら不安感情を取り除くことができるか、対処法を知る。
内容

1 不安発生のメカニズム

2 不安が引き起こす具体的な症状

3 不安の種類

4 対人関係との関連
5 不安感情の除き方

進捗状況

1 事前調査にて大まかに調査済み。以後文献で細かく調べていく。

2 事前調査範囲。精神医学の文献から詳細を詰めていく。

3 不安の種類に関しては、ほぼ調査済み。

4 はアウトラインと少しずれるので、削除するかもしれない。（付録として添付？）

5 は文献等から調査、できればヒアリングも取ってみたい。

仮アウトライン

1. 不安という現象の説明（セロトニン、不安の生じる意味）。

2. どんなときに人が不安になるか。

3. マズローの欲求段階説では生理的欲求が最重要である（例題に対して背理法で明確に証明してみる）。

4. 不安の軽減（主張が言えた上で、どう対処すればよいか？）。

5. 主張、結論。
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今後の方針

· どうしたら不安を取り除く（弱める）ことができるか。

· 不安が引き起こす事例を細かく調査。

· 対人関係との関連性は？

· 大脳生理学的に見て、不安とはどんなものか。

· マズローの批判文献はないか？

· 主張を説明するための良い例題は？

今後の方針（意気込み）
これからは文献を読む機会が増えるので、情報が散乱する可能性が高い。自分の性格上、情報がごちゃごちゃになってしまうとやる気をなくすであろう。それを防ぐため、文献を読む前に「この本では何に関する記述を見るのか？」「どこに書いてあったか？」等、情報を一つ一つ丁寧に整理していき、自分が求めている情報を的確に処理していく。

